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一
序
西
晉
の

が
儒
理
念
に
基
づ
く
政
治
を
志
向
し
た
こ
と
に
い
、
詩
歌
の
創
作
と
い
う
點
に
お
い
て
も
、
儒
の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
經
』
由
來
の
四
言
詩
が
、
文
人
た
ち
の
で
再
び
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
で
も
傅
咸
と
摯
の
二
人
は
、
西
晉
の
政
治
方
針
を
積
極
	に
支
持
し
、
詩
歌
の
面
に
お
い
て
も
、
四
言
詩
の
創
作
、
あ
る
い
は
そ
の
復
興
に
、
と
り
わ
け
意
欲
	で
あ
っ
た
人
物
と
し
て
數
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
傅
咸
は
、
泰
始
年
に
武

か
ら
樂
の
制
定
を
命
じ
ら
れ
、
數
多
く
の
四
言
に
よ
る
歌
辭
を
制
作
し
た
傅
玄
を
父
に
も
ち
、
自
ら
も
ま
た
「
七
經
詩
」
と
稱
さ
れ
る
儒
の
經
典
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
や
「
答
詩
」
を
中
心
に
、
積
極
	に
四
言
詩
の
創
作
に
取
り
組
ん
だ
。
一
方
、
摯
は
、
『
文
章
流
別
論
』
を
わ
し
、
そ
の
中
で
四
言
こ
そ
が
詩
歌
の
正
統
な
詩
形
で
あ
る
こ
と
を
張
し
（
１
）、
詩
歌
の
創
作
に
お
い
て
も
、
そ
の
張
り
、
「
答
詩
」
を
中
心
に
四
言
の
詩
を
今
日
に
傳
え
て
い
る
。
そ
し
て
目
す
べ
き
こ
と
は
、
傅
咸
と
摯
の
兩
の
に
は
、
太
康
年
に
同
僚
と
し
て
共
に
書
に
務
し
て
い
た
と
い
う
事
實
が

め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
「
西
晉
武

期
に
お
け
る
四
言
詩
重
文
人
の
臺
頭
と
系
譜
に
つ
い
て
」
（
『
新
し
い
字
文
育
』
第
27號
、
國
文
育
學
會
、
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
紙
幅
の
合
上
、
ご
く
單
な
指
摘
に
と
ど
ま
り
、
兩
の
交
流
の
體
	な
期
や
親
密
度
な
ど
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
べ
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
68
傅
咸
と
摯

そ
の
交
流
關
係
を
中
心
に
矢
田

士
ま
た
、
そ
も
そ
も
「
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩
行
」
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
「
魏
晉
六
期
は
五
言
詩
流
行
の
時
代
」
と
い
っ
た
、
文
學
史
に
お
け
る
先
入
か
ら
か
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
か
り
に
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
小
と
も
言
え
る
極

な
	價
し
か
與
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
傅
咸
と
摯

と
の
交
流
の
詳
細
に
つ
い
て
整
理
し
、
さ
ら
に
彼
ら
の
書
に
お
け
る
活
動
實
績
を
手
が
か
り
と
し
て
、
「
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩
行
」
と
い
う
現
象
に
對
し
て
の
	
價
の
見
直
し
を
圖
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
二
先
行
の
問
題
點
・傅
咸
と
摯

の
交
流
の
時
期
に
つ
い
て
・
傅
咸
と
摯

と
の
接
點
に
つ
い
て
、
最
も
早
い
時
期
に
指
摘
し
た
の
は
、
後
秋
正
論
文
「
摯

詩
小
論
西
晉
四
言
詩
の
一
斷
面
上
」
（
『
高
校
信
東
書
國
語
』
一
五
六
號
、
東
京
書
、
一
九
七
六
年
）
で
あ
る （２
）。
そ
の
中
で
後
氏
は
、
摯

と
傅
咸
を
中
心
と
し
た
詩
の
答
關
係
を
ま
と
め
た
表
を
作
し
、
そ
れ
を
も
と
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
さ
ら
に
こ
の
表
か
ら
は
傅
咸
の
存
在
が
意
さ
れ
る
。
摯

と
の
直
接
な
交
流
を
立
證
す
る
料
は
な
い
が
、
摯

が
詩
を
っ
た
武
良
・
李
叔
龍
に
共
に
詩
を
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
接
な
交
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
傅
咸
に
つ
い
て
も
う
少
し
言
え
ば
、
彼
の
傳
に
は
、
「
好
み
て
文
論
を
屬 つ
づ
り
、
綺
麗
足
ら
ず
と
雖
も
言
は
規
鑒
を
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
文
學
は
修
辭
側
面
よ
り
も
禮

な
側
面
が
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
二
十
四
友
に
數
え
ら
れ
る
摯

の
交
友
關
係
に
お
い
て
、
四
言
詩
が

に
答
さ
れ
た
こ
と
の
背
景
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
言
詩
の
制
作
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
、
二
十
四
友
と
い
う
の
は
、
力
賈
謐
の
座
に
あ
っ
て
彼
を
讃
美
し
、
彼
の
で
文
才
を
誇
示
す
る
と
い
う
陸
機
・
潘
岳
ら
に
よ
る
い
わ
ば
極
な
四
言
體
の
使
用
と
、
摯

の
ご
と
く
、
儒

復
古
義
な
文
學
の
う
ら
づ
け
を
っ
た
積
極
な
四
言
詩
の
制
作
と
い
う
二
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
摯

は
一
般
に
、
文
學
史
の
面
で
は
『
文
章
流
別
論
』
の
 
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
賈
謐
の
二
十
四
友
の
一
人
に
數
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
二
點
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
後

論
文
で
も
、
摯

に
つ
い
て
は
、
賈
謐
の
二
十
四
友
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
點
を
提
に
し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
傅
咸
と
摯

（
矢
田
）
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し
か
し
、
傅
咸
と
摯
の
で
接
點
が
め
ら
れ
る
の
は
、
賈
謐
が
惠
の
外
戚
と
し
て
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
以
の
、
武
期
・
太
康
年
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
た
、
西
晉
に
お
け
る
四
言
詩
行
の
現
象
に
つ
い
て
も
、
賈
謐
の
	催
す
る
文
學
サ
ロ
ン
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
西
晉
初
期
の
武
期
に
お
い
て
す
で
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
武
期
に
焦
點
を
あ
て
る
必

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
・西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩
の
行
に
對
す
る
價
に
つ
い
て
・
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩
の
行
に
對
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
價
は
、
い
ず
れ
も
極
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、

の
後
論
文
で
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
結
局
、
彼
の
『
文
章
流
別
論
』
に
お
け
る
四
言
詩
正
統
は
、
複
雜
し
た

の


に
は
應
え
ら
れ
な
い
と
い
う
點
で
時
代
遲
れ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
大
膽
に
言
え
ば
、
結
果
と
し
て
滅
び
ゆ
く
西
晉
王
を
文
學
の
面
か
ら
補
完
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
	流
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
な
に
ゆ
え
に
摯
や
傅
咸
ら
は
、
一
時
代
以
上
も
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
四
言
詩
に
か
く
も
固
執
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
も
滅
び
の
予
感
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
四
言
詩
が
詩
人
の
眞
を
吐
露
す
る
場
と
し
て
用
い
ら
れ
な
く
な
る
命
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
ら
に
あ
っ
て
は
當
然
の
秩
序
と
意
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
現
體
制
を
守
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
念
の
世
界
に
お
い
て
そ
れ
を
實
現
す
る
に
は
、
儒
に
お
い
て
『
詩
經
』
以
來
常
に
正
統
と
意
識
さ
れ
る
四
言
體
を
用
い
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
徐
公
持

『
魏
晉
文
學
史
』
（
人
民
文
學
出
版
、
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
も
、
以
下
の
り
、
低
い
價
が
下
さ
れ
て
い
る
。
不
此
時
有
重
質
輕
文
作
 、
傅
氏
父
子
!是
、
然
而
其
文
學
"就
有
限
、
當
時
影
#亦
小
。
（
二
五
五
頁
）
『
文
章
流
別
論
』
因
重
$「
古
詩
%以
四
言
爲
體
」、
…
…
此
種
點
無
疑
&於
保
守
、
而
不
合
時
代
發
展
'流
。
魏
晉
時
五
言
大
、
已
取
代
四
言
在
詩
壇
上

	
(地
位
。
（
三
五
二
頁
）
さ
ら
に
は
鄭
在
瀛
『
六
文
論
)疏
』
（
萬
卷
樓
圖
書
有
限
公
司
、
一
九
九
五
年
）「
文
章
流
別
論
」
の
項
の
「
解
」
（
一
一
八
頁
）
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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摯論
詩
、
爲
「

之
韻
、
四
言
爲
正
」
、
其
觀
點
十
分
保
守
。
自
東
以
來
、
五
言
詩
特
別
活
、
代
替
了
四
言
詩
而
居

	地
位
、
詩
人
輩
出
、

就
輝
煌
。
到
摯

時
代
、
四
言
詩
已
經
衰
謝
了
。
能
回
到
代
去
唱
雍
雍
穆
穆
四
言
詩
。
顯
然
是
錯

。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
西
晉
初
期
の
武
期
に
お
い
て
は
、
「
宮

樂
」「
應
詔
・
應
令
」「
答
」
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
四
言
に
よ
る
創
作
が
か
な
り
徹
底
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
（
３
）、
そ
の
意
味
で
は
、
ま
さ
に
『
文
章
流
別
論
』
に
示
さ
れ
た
摯
の
詩
歌
さ
な
が
ら
の
詩
歌
創
作
活
動
が
、
當
時
の
實
態
と
し
て
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
４
）。
こ
う
し
た
當
時
の
詩
歌
創
作
の
實
態
を
見
る
限
り
、
西
晉
の
と
り
わ
け
武
期
に
お
い
て
は
、
儒
理
念
に
基
づ
く
西
晉
の
政
治
方
針
を
後
ろ
盾
に
、
四
言
詩
を
正
統
と
す
る
文
人
た
ち
の
方
が
む
し
ろ


な
地
位
に
あ
っ
て
、
詩
壇
の
創
作
活
動
を
先
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
傅
咸
と
摯
の
接
點
傅
咸
と
摯
と
の
接
點
は
、
後
論
文
で
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
り
、
武
良
・
李
叔
龍
と
い
う
同
じ
人
物
に
っ
た
詩
が
兩
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
傅
咸
の
「


武
良
詩
」「
建
太
守
李
叔
龍
詩
」、
お
よ
び
摯
の
「

武
良
以
書
出
爲
安
東
詩
四
章
」「
李
叔
龍
以
書

建
太
守
詩
四
章
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
後
論
文
で
は
、
兩
の
接
點
の
體
な
時
期
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
上
に
 げ
た
詩
の
題
か
ら
、
こ
れ
ら
の
詩
は
い
ず
れ
も
傅
咸
と
摯
と
が
と
も
に
書
に
!務
し
て
い
た
時
期
の
作
と
"斷
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
傅
咸
と
摯
と
の
接
點
に
つ
い
て
は
、
兩
の
書
時
代
を
中
心
に
確
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
ず
、
傅
咸
が
書
に
!務
し
て
い
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
「
西
晉
傅
咸
經
#考
」
（『
言
語
と
文
$』
第
六
號
、
愛
知
大
學
語
學

育
%究
室
、
二
〇
〇
二
年
）
の
中
で
も
整
理
し
た
り
、
咸
&五
年
（
二
七
九
）
に
は
、
す
で
に
書
右
丞
と
し
て
書
に
!務
し
て
お
り
、
太
康
六
年
（
二
八
五
）
に
冀
州
刺
史
に
轉
出
と
な
る
ま
で
、
そ
の
任
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
司
徒
左
長
史
・
車
騎
司
馬
を
經
て
、
太
康
十
年
（
二
八
九
）
に
再
び
書
左
丞
と
し
て
書
に
復
歸
し
（
５
）、
惠
の
元
康
元
年
（
二
九
一
）
に
太
子
中
庶
子
と
な
る
ま
で
の
お
よ
そ
二
年
'、
そ
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
さ
れ
る
。
一
方
の
摯
は
、
『
晉
書
』
卷
五
十
一
「
摯
傳
」
の
記
(か
ら
、
傅
咸
と
摯
（
矢
田
）
71
武
期
に
「
太
子
舍
人
↓聞
喜
令
↓
書
」
を
任
し
て
い
る
こ
と
が
確
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
傅
咸
と
摯
の
接
點
の
體
	な
時
期
に
つ
い
て
は
、
摯
が
書
と
し
て

務
し
て
い
た
時
期
が
特
定
さ
れ
れ
ば
、
自
ず
と
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
で
は
、
摯
が
書
に

務
し
て
い
た
の
は
、
い
っ
た
い
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
點
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
は
以
下
の
料
が
げ
ら
れ
よ
う
。
①
晉
國
建
、
文
又
命
荀
因
魏
代
事
、
撰
爲
新
禮
、
…
…
羊
・
任
・
峻
、
應
貞
竝
共
刊
定
、
百
六
十
五
篇
、
奏
之
。
太
康
初
、
書
僕
射
朱
整
奏
付
書
摯
討
論
之
。
表
宜
損
曰
、
…
…
討
論
新
禮
訖
、
以
元
康
元
年
上
之
。
陳
惟
明
堂
五
・
二
六
宗
吉
凶
王
公
制
度
、
凡
十
五
篇
。
有
詔
可
其
議
。
後
與
傅
咸
續
其
事
、
竟
未
功
。
（『
晉
書
』
卷
十
九
「
禮
上
」）
晉
が
魏
か
ら
王
國
と
し
て
め
ら
れ
た
折
り
に
、
文
（
司
馬
昭
）
が
荀
ら
に
命
じ
て
定
め
さ
せ
た
禮
制
を
、
武
の
太
康
年
の
初
め
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
書
僕
射
の
朱
整
か
ら
そ
の
檢
討
を
依
さ
れ
た
の
が
書
の
摯
で
あ
り
、
そ
の
檢
討
結
果
を
摯
が
提
出
し
た
の
が
惠
の
元
康
元
年
（
二
九
一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
の
り
だ
と
す
れ
ば
、
摯
は
太
康
年
の
初
め
（
二
八
〇
）
頃
か
ら
元
康
元
年
（
二
九
一
）
に
至
る
ま
で
の
、

書
と
し
て
書
に

務
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
記
で
は
、
摯
に
禮
制
の
見
直
し
を
依
し
た
朱
整
の
官
職
が
太
康
の
初
め
の
時
點
で
書
僕
射
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
晉
書
』
卷
三
「
武
紀
」
に
よ
れ
ば
、
朱
整
が
列
曹
書
か
ら
書
右
僕
射
に
昇
格
し
た
の
は
、
太
康
九
年
（
二
八
八
）
二
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
６
）。
よ
っ
て
、
料
①
の
「
太
康
初
」
と
い
う
記
に
つ
い
て
は
、
「
太
康
末
」
の
り
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
見
ら
れ
る
（
７
）。
し
か
し
、
に
「
太
康
初
」
と
い
う
記
が
正
し
く
、
本
來
「
書
朱
整
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
っ
て
朱
整
が
任
し
た
官
職
の
中
で
最
高
位
の
「
書
僕
射
」
で
も
っ
て
、
そ
の
名
の
上
に
冠
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
朱
整
は
、
少
な
く
と
も
太
康
三
年
（
二
八
二
）
に
は
、
す
で
に
列
曹
書
の
職
に
あ
っ
た
（
８
）。
そ
こ
で
、
傅
咸
と
摯
と
の
書
で
の
接
點
の
體
	な
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
く
の
が
穩
當
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
イ
「
太
康
初
」
と
い
う
記
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
太
康
年
の
初
め
（
二
八
〇
）
頃
か
ら
太
康
六
年
（
二
八
五
）
ま
で
の
中
國
詩
文
論
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、
お
よ
び
太
康
十
年
（
二
八
九
）
か
ら
惠
の
元
康
元
年
（
二
九
一
）
ま
で
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
「
書
僕
射
」
と
い
う
記
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
太
康
十
年
（
二
八
八
）
か
ら
惠
の
元
康
元
年
（
二
九
一
）
ま
で
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
太
康
の
初
め
（
二
八
〇
）
か
ら
太
康
六
年
（
二
八
五
）
ま
で
の
、
す
な
わ
ち
傅
咸
が
書
右
丞
で
あ
っ
た
時
の
摯
と
の
接
點
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
以
上
の
よ
う
な
不
確
定
素
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
太
康
十
年
（
二
八
九
）
か
ら
元
康
元
年
（
二
九
一
）
ま
で
の
、
す
な
わ
ち
傅
咸
が
書
左
丞
で
あ
っ
た
時
に
、
摯
と
の
で
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
點
を
詳
細
に
確
し
て
み
た
い
。
太
康
六
年
（
二
八
五
）
か
ら
三
年
ほ
ど
書
か
ら
離
れ
て
い
た
傅
咸
は
、
太
康
十
年
（
二
八
九
）
に
書
左
丞
と
し
て
再
び
書
に
復
歸
す
る
。
そ
の
經
	は
以
下
の

り
で
あ
る
。
②
又
議
移
縣
獄
於
郡
二
應
立
、

從
之
。

書
左
丞
。
（『
晉
書
』
卷
四
十
七
「
傅
咸
傳
」）
③
至
太
康
九
年
、
改
建
宗
廟
、
而
稷
壇
與
廟
倶
徙
。
乃
詔
曰
、
「
實
一
、
其
二
之
祀
。
」
於
是
車
騎
司
馬
傅
咸
表
曰
、
「
『
祭
法
』
王
太
、
各
有
其
議
。
…
…
『
書
・
召
誥
』
乃

于
新
邑
、
…
…
『
禮
』
封
人
掌
設

、
無
稷
字
。
…
…
謂
宜
仍
舊
立
二
、
而
加

之
稷
。」…
…
詔
曰
、「
…
…
衆
議
不
同
、
何
必
改
作
。
其
便
仍
舊
、
一
如
魏
制
。」（『
晉
書
』
卷
十
九
「
禮
上
」）
武
の
太
康
九
年
（
二
八
八
）、
宗
廟
の
改
修
を
行
う
に
あ
た
り
、
稷
の
壇
と
廟
を
移
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
折
り
に
群
姓
の
た
め
に
立
て
ら
れ
て
い
る
太
と
皇
自
ら
の
た
め
に
立
て
ら
れ
て
い
る
王
を
一
つ
に
せ
る
旨
の
詔
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
當
時
、
車
騎
司
馬
で
あ
っ
た
傅
咸
は
、
『
禮
記
（
祭
法
篇
）』
『
書
（
召
篇
）』
『
禮
』
な
ど
の
古
典
の
文
獻
を
詳
細
に
檢
討
し
た
上
で
、
制
に
從
い
二
に
す
べ
き
と
の
見
解
を
示
し
、

は
そ
の
意
見
に
從
っ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
一
件
で
の
功
績
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
傅
咸
は
書
左
丞
と
し
て
再
び
書
に
復
歸
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
體
な
時
期
は
、『
晉
書
』
卷
三
「
武
紀
」
に
、「
（
太
康
十
年
）
六
、
…
…
復
置
二
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
康
十
年
（
二
八
九
）
六
頃
の
こ
と
と
斷
さ
れ
よ
う
。
一
方
、
摯
に
つ
い
て
は
、
彼
が
太
康
の
初
め
に
す
で
に
書
と
し
て
書
に
務
し
て
い
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
傅
咸
傅
咸
と
摯
（
矢
田
）
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の
書
左
丞
就
任
以
の
段
階
で
、
す
で
に
書
の
任
に
就
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
料
①
に
お
い
て
、
禮
制
の
見
直
し
を
摯
に
依
し
た
朱
整
が
太
康
十
年
（
二
八
九
）
四
に
	
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
『
晉
書
』
卷
三
「
武

紀
」
の
記
か
ら
確
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
９
）。
以
來
、
料
①
に
「
討
論
新
禮
訖
、
以
元
康
元
年
上
之
。
…
…
後
與
傅
咸
續
其
事
、
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
り
、
兩
の
書
で
の
接
點
は
元
康
元
年
（
二
九
一
）
に
傅
咸
が
太
子
中
庶
子
に

る
ま
で
、
確
實
に
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
武

の
太
康
年
の
初
め
か
ら
太
康
六
年
ま
で
の
、
す
な
わ
ち
傅
咸
の
書
右
丞
時
代
の
摯
と
の
接
點
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
太
康
十
年
か
ら
惠

の
元
康
元
年
ま
で
の
、
す
な
わ
ち
傅
咸
の
書
左
丞
時
代
の
摯
と
の
接
點
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
そ
の
事
實
が
確
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
兩
の
接
點
は
、
「
賈
謐
の
二
十
四
友
」
が
形
さ
れ
る
以
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
四
交
流
の
親
密
度
武

の
太
康
年
に
書
に
お
い
て
接
點
が
確
さ
れ
た
傅
咸
と
摯
。
し
か
も
そ
の
交
流
は
、
極
め
て
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
摯
が
朱
整
か
ら
依
さ
れ
た
禮
制
の
檢
討
結
果
を
元
康
元
年
に
惠

に
提
出
し
た
後
、
引
き
續
き
傅
咸
と
共
に
禮
制
の
檢
討
に
從
事
し
た
と
い
う
、
料
①
の
記
（
「
後
與
傅
咸
續
其
事
。
」
）
は
、
そ
の
點
を
有
力
に
傍
證
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
『
晉
書
』
卷
十
九
「
禮
上
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
④
其
後
摯
奏
、
以
爲
、
「
臣
案
『
祭
法
』
王
爲
羣
姓
立
曰
太
、
王
自
爲
立
曰
王
。『
禮
・
大
司
徒
』
設
其
稷
之
。
…
…
『
書
・
召
誥
』
于
新
邑
三
牲
各
文
…
…
改
建
廟
、
營
一
之
處
、
議
裴
然
、
執
古
匡
今
。
世
武
皇

躬
發
詔
、
定
二
之
義
、
以
爲
永
制
。
宜
定
新
禮
、
從
二
。」
詔
從
之
。
こ
れ
は
、
出
の
料
③
に
續
く
記
で
あ
り
、
摯
の
「
二
」
に
つ
い
て
の
見
解
が
示
さ
れ
た
上
奏
文
で
あ
る
。
料
①
に
お
い
て
、
元
康
元
年
に
摯
が
惠

に
提
出
し
た
禮
制
に
關
す
る
檢
討
結
果
の
中
に
、
「
二
」
が
項
目
の
一
つ
と
し
て
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
げ
た
上
奏
文
は
、
そ
の
時
の
「
二
」
に
つ
い
て
の
檢
討

容
の
詳
細
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
中
で
「
世
武
皇


躬
發
詔
、
…
…
」
と
、
傅
咸
の
意
見
に
從
っ
て
示
さ
れ
た
武

の
詔
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
摯
の
「
二
」
に
つ
い
て
の
檢
討
中
國
詩
文
論
叢
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は
、
傅
咸
の
書
左
丞
就
任
と
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
斷
さ
れ
る
。
こ
こ
で
目
す
べ
き
は
、
摯
も
ま
た
傅
咸
が
依
據
し
た
の
と
同
じ
文
獻
、
す
な
わ
ち
『
禮
記
（
祭
法
篇
）』
『
書
（
召
誥
篇
）』
『
禮
』
に
基
づ
い
て
、
そ
の
容
を
檢
討
し
た
結
果
、
や
は
り
二
を
置
く
べ
き
だ
と
の
同
樣
の
結
論
を
	い
て
い
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
傅
咸
と
摯
は
、
禮
制
に
つ
い
て
、

識
を
同
じ
く
し
、
そ
の
解
釋
に
お
い
て
、
見
解
が
お
お
む
ね
一
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
元
康
元
年
に
兩
が
と
も
に
禮
制
の
檢
討
に
從
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
禮
制
面
に
お
い
て
、
兩
が
意
氣
投
合
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
傅
咸
と
摯
と
の
で
直
接
や
り
と
り
さ
れ
た
詩
は
現
存
し
な
い
が
、
四
言
を
正
統
と
す
る
詩
歌
に
つ
い
て
も
、
兩
が
そ
れ
を
共
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
兩
の
禮
制
に
對
す
る
勢
お
よ
び
詩
作

況
か
ら
見
て
も
、
當
然
そ
の
よ
う
に
斷
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
傅
咸
と
摯
と
は
、
に
武
の
太
康
年
に
書
の
同
僚
と
し
て
接
點
が

め
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
互
い
に
協
力
し
て
晉
の
禮
制
の
檢
討
に
あ
た
る
な
ど
、
そ
の
交
流
は
極
め
て
密
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
五
傅
咸
と
摯
の
影
力
傅
咸
と
摯
と
の
交
流
の
場
と
な
っ
た
書
と
い
う
官
は
、
代
に
お
い
て
は
皇
直
屬
の
祕
書
官
で
あ
っ
た
が
、
第
に
政
治
力
を
掌
握
し
て
ゆ
き
、
魏
晉
の
こ
ろ
に
は
中
央
の
政
務
執
行
官
廳
と
な
っ
た
（
）。
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩
の
行
が
儒
理
念
に
基
づ
く
西
晉


の
政
治
方
針
を
背
景
と
し
た
現
象
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
傅
咸
と
摯
と
が
、
政
治
の
中
心
と
も
言
え
る
書
に
お
い
て
接
點
が

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
實
に
興
味
深
い
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
の
四
言
詩
の
創
作
活
動
が
、
實
は
政
治

力
を
後
ろ
盾
と
し
た

	
立
場
か
ら
の
實
踐
で
あ
っ
た
と
い
う
、
筆

の
假
が
當
性
を
帶
び
た
も
の
と
し
て
 上
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
傅
咸
と
摯
と
の
書
に
お
け
る
政
治
面
で
の
發
言
力
・
影
力
が
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
當
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
、
傅
咸
と
摯
の
書
に
お
け
る
政
治
面
で
の
活
!の
"を
確
か
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
書
と
い
う
官
の
職
務
や
組
織
に
つ
い
て
#單
に
整
理
し
て
お
こ
う
（
$）。
書
の
組
織
%
&は
、

の
政
治
お
よ
び
綱
紀
の
總
傅
咸
と
摯
（
矢
田
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攬
を
職
務
と
す
る
、
い
わ
ば
總
責
任
の
「

書
事
」
を
筆
頭
に
、
實
質
上
の
長
官
に
當
た
る
「
書
令
」、
官
に
當
た
る
「
書
僕
射
」
（
二
人
置
か
れ
る
場
合
は
「
書
左
僕
射
」
「
書
右
僕
射
」
と
稱
す
）、
そ
の
下
に
六
つ
の
分
局
の
長
で
あ
る
「
列
曹
書
」
（
太
康
年
は
、
「
吏
部

書
」
「
殿
中
書
」
「
五
兵
書
」
「
田
曹
書
」
「
度
支
書
」
「
左
民
書
」
の
六
つ
）
が
位
置
す
る
。
「
書
令
」
「
書
（
左
右
）
僕
射
」
お
よ
び
六
人
の
「
列
曹
書
」
は
、
い
ず
れ
も
三
品
官
で
、
書
の
中
で
も
特
に
政
治
の
中
樞
を
擔
う
重
な
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
せ
て
「
八
座
」
と
稱
す
。
太
康
年
に
傅
咸
が
在
任
し
た
「
書
右
丞
」
「
書
左
丞
」
お
よ
び
摯
	が
在
任
し
た
「
書

」
は
、
「
八
座
」
の
下
で
政
治
の
實
務
を
擔
當
し
た
。
「
書
左
丞
」
は
、
宮

の
禁
令
や
宗
廟
の
祭
祀
、
儀
禮
制
度
に
關
す
る
事
を
、
「
書
右
丞
」
は
、
宮

の
倉
庫
や

物
の
管
理
、

か
ら
の
文
書
や
奏
表
の
記
な
ど
を
、
そ
し
て
「

書

」
は
、
文
章
の

を
、
そ
れ
ぞ
れ
な
擔
當
と
し
て
い
た
。
「
書
左
丞
」
「
書
右
丞
」
「
書

」
は
、
い
ず
れ
も
六
品
官
で
あ
り
、
官
品
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
が
、
體
な
獻
策
や
提
言
を
行
っ
た
り
、「
書
左
丞
」「
書
右
丞
」
に
至
っ
て
は
、
八
座
の
政
治
が
公
明
正
大
に
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、「
皇
の
司
直
」
と
し
て
、
そ
れ
を
正
す
こ
と
も
そ
の
任
務
と
し
て
い
た
ら
し
く
、
政
治
面
で
の
役
は
、
極
め
て
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
『
太
御
覽
』
卷
二
一
三
「
職
官
部
一
一
・
左
丞
」
引
の
傅
咸
の
「
答
辛
曠
詩
序
」
（
料
⑤
）
お
よ
び
「
表
」
（
料
⑥
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
⑤
書
左
丞
、
彈
八
座
以
下
、
居
萬
機
之
會
。
斯
乃
皇
之
司
直
、
天
臺
之
管
。
余
爲
右
丞
、
知
此
職
之
。
後
忝
此
任
、

俛
從
事
、
日
愼
一
日
。
⑥
左
丞
職
輕
事
重
、
以
賤
制
貴
。
以
居
。
臣
以
闇
劣
、
猥
忝
斯
任
。
愧
於
不
稱
、
懼
罪
之
、
夙
夜
惶
、
寢
 無
!。
『
晉
書
』
の
本
傳
に
、「
惡
を
嫉
む
こ
と
仇
の
如
く
、
賢
を
推
し
て
善
を
樂
し
む
」
と
"さ
れ
る
傅
咸
は
、
そ
の
任
務
に
忠
實
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
不
正
や
職
務
の
怠
慢
に
對
し
て
は
、
た
と
い
そ
れ
が
高
位
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
容
赦
な
く
そ
れ
を
批
#し
$彈
し
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
北
堂
書
鈔
』
卷
六
十
「
%
書
左
右
丞
七
十
六
・
傅
咸
奏
王
懋
」
引
の
王
隱
『
晉
書
』
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
⑦
傅
咸
字
長
	、
爲
右
丞
。
殿
中
嘗
火
、
百
官
莫
不
&救
。
而

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
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書
東
王
懋
・

字
桓
昆
等
不
赴
臺
。
咸
以
懋
等
職
在
機
、
宜
當
風
發
、
先
百
僚
就
有
患
疾
、
宜
自
扶
力
。
而
晏
然
在
外
、
不
赴

。
奏
懋
。
咸
	後

彈
奏
、
辭
皆
深
切
、
八
座
以
下
、
莫
不
測
目
。
殿
中
で
の
出
火
に
、
百
官
に
先
ん
じ
て
救
助
に
赴
く
べ
き
職
に
あ
り
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
外
に
い
た
ま
ま
、
そ
れ
を
怠
っ
た
司
馬
懋
に
對
し
て
、
當
時
、
書
右
丞
で
あ
っ
た
傅
咸
が
そ
の
罷
を
求
め
る
上
奏
文
を
提
出
す
る
な
ど
、
そ
の
行
爲
を
激
し
く
彈
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
傅
咸
が
彈
の
對
象
と
し
た
司
馬
懋
は
、
列
曹

書
と
い
う
政
治
の
中
樞
を
擔
う
「
八
座
」
の
一
人
で
あ
り
、
傅
咸
の
い
わ
ば
上
司
に
あ
た
る
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
は
晉
の
宗
室
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
傅
咸
は
そ
の
後
も
さ
ら
に
司
馬
懋
を
彈
す
る
上
奏
文
を
幾
度
か
提
出
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
言
は
い
ず
れ
も
く
を
射
て
お
り
、
八
座
以
下
、
目
を
ら
さ
ず
に
い
る
こ
と
の
で
き
る
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
『
晉
書
』
卷
四
十
七
「
傅
咸
傳
」
に
は
、
傅
咸
の
書
左
丞
の
頃
の
事
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
言
動
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
⑧
惠

位
、
楊
駿
輔
政
。
咸
言
於
駿
曰
、
「
…
…
今
上
欲
委
政
於
公
、
諒
闇
自
居
、
此
雖
讓
之
心
、
而
天
下
未
以
爲
善
。
…
…
人
心
已
此
、
而
明
公
處
之
固
未
爲
易
也
。
竊
謂
山
陵
之
事

畢
、
明
公
當
思
替
之
宜
。
公
人
、
不
謗
。
以
此
推
之
、
公
之
任
未
易
而
處
、
況
上
春
秋
非
王
之
年
乎
。
…
…
」
⑨
時
司
隸
荀
從
兄
喪
、
自
表
赴
哀
、
詔
聽
之
而
未
下
、
乃
 
駿
。
咸
因
奏
曰
、
「
死
喪
之
戚
、
兄
弟
孔
懷
。
同
堂
!隕
、
方
在
信
宿
。
恩
矜
憫
、
聽
使
臨
喪
。
詔
未
下
而
便
以
行
 、
諂
媚
之
"、
無
友
于
之
#。
宜
加
顯
貶
、
以
風
$。
」
以
駿
管

政
、
有
詔
不
問
、
駿
甚
憚
之
。
咸
復
與
駿
箋
諷
切
之
、
駿
意
稍
折
、
漸
以
不
。
由
是
欲
出
爲
京
兆
・
弘
農
太
守
、
駿
甥
李
斌
%駿
、
不
宜
斥
出
正
人
。
乃
止
。
&料
⑧
は
、
惠
の
位
後
、
'
書
事
と
し
て
輔
政
の
任
に
當
た
っ
て
い
た
外
戚
の
楊
駿
に
對
し
て
、
天
下
の
民
は
惠
の
親
政
を
(ん
で
お
り
、
輔
政
の
任
か
ら
)く
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
と
い
う
も
の
。
&料
⑨
は
、
從
兄
の
喪
に
赴
き
た
い
と
の
願
い
を
許
す
詔
が
ま
だ
下
さ
れ
な
い
う
ち
に
、
楊
駿
の
も
と
を
訪
れ
た
司
隸
の
荀
の
行
爲
を
、
兄
弟
の
#よ
り
も
楊
駿
へ
の
媚
び
へ
つ
ら
い
を
優
先
さ
せ
た
行
爲
で
あ
る
と
*斷
し
た
傅
咸
が
、
惠
に
上
奏
文
を
提
出
し
、
+切
な
處
分
を
傅
咸
と
摯
,（
矢
田
）
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求
め
た
と
い
う
も
の
。
し
か
し
、
惠
か
ら
下
さ
れ
た
詔
は
、
楊
駿
が
政
を
掌
っ
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
そ
の
罪
は
問
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
傅
咸
は
、
さ
ら
に
楊
駿
に
書
を
り
、
回
し
に
批
し
た
た
め
、
機
を
損
ね
た
楊
駿
に
よ
っ
て
、
京
兆
・
弘
農
太
守
へ
の
轉
出
を
命
じ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
傅
咸
の
身
を
案
じ
て
、
楊
駿
の
弟
で
	素
よ
り
傅
咸
と
親
交
の
あ
っ
た
楊
濟
の
傅
咸
に
宛
て
た
書
が
、

料
⑨
の
記
の
後
に
以
下
の
よ
う
に
續
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
⑩
駿
弟
濟
素
與
咸
善
、
與
咸
書
曰
、
「
…
…
左
丞
總
司
天
臺
、
維
正
八
坐
、
此
未
易
居
。
以
君
盡
性
而
處
未
易
居
之
任
、
不
易
也
。
想
慮
破
頭
。
故
有
白
。」

料
⑩
に
お
け
る
楊
濟
の
書
か
ら
は
、
「
書
左
丞
」
が
政
治
の
中
樞
で
あ
る
「
八
坐
」
を
正
す
こ
と
を
そ
の
重
な
任
務
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
確
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

料
⑧
⑨
か
ら
は
、
「

書
事
」
の
職
に
あ
り
輔
政
の
任
に
當
た
っ
て
い
た
、
い
わ
ば
當
時
の
實
質
上
の
最
高
力
・
楊
駿
に
對
し
て
さ
え
も
、
そ
の
不
當
な
行
爲
を
容
赦
な
く
彈
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
未
だ
居
る
こ
と
易
か
ら
ざ
る
の
任
に
處
り
て
」、「
性
を
盡
く
し
て
」
そ
の
任
務
を
行
し
て
い
た
傅
咸
の
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
『
太
	御
覽
』
卷
二
一
三
「
職
官
部
一
一
・
左
丞
」
引
の
「
晉
公
讃
」
に
よ
れ
ば
、
傅
咸
が
書
左
丞
に
就
任
し
て
以
來
、
臺
閣
（
書
）
に
務
す
る
は
、
地
位
の
上
下
を
問
わ
ず
、
威
儀
を
正
し
た
傅
咸
の
を
見
て
は
、
み
な
自
ら
そ
の
言
動
を
愼
ん
だ
と
い
う
。
⑪
傅
咸
字
長
爲
左
丞
、
臺
閣
小
大
、
風
自
肅
。
以
上
、
傅
咸
は
、
書
右
丞
の
時
と
書
左
丞
の
時
と
を
問
わ
ず
、
一
貫
し
て
晉
の
政
治
に
體
に
關
わ
り
、
そ
れ
を
善
に
く
た
め
力
を
盡
く
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
た
と
い
相
手
が
高
位
高
官
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
不
當
行
爲
に
對
し
て
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
容
赦
な
く
批
し
彈
し
た
。
傅
咸
の
政
治
影
力
は
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
一
方
の
摯
は
と
い
え
ば
、
彼
も
ま
た
書
 と
し
て
自
ら
の
意
見
を
積
極
に
張
し
、
晉
の
政
治
に
體
に
關
わ
っ
て
い
た
。
『
晉
書
』
卷
五
十
一
「
摯
傳
」
の
以
下
の
記
か
ら
も
、
彼
の
そ
の
よ
う
な
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
中
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⑫
將
作
大
匠
陳
掘
地
得
古
尺
。
書
奏
、
「
今
尺
長
於
古
尺
、
宜
以
古
爲
正
。
」
潘
岳
以
爲
用
已
久
、
不
宜
復
改
。
駁
曰
、
「
昔
人
有
以
見
天
下
之
、
而
擬
其
形
容
、
象
物
制
、
以
存
時
用
。
故
參
天
	地
、
以
正
算
數
之
紀
、
依
律
計
分
、
以
定
長
短
之
度
。
…
…
施
之
金
石
、
則

韵
和
諧
、
措
之
規
、
則
用
合
宜
。
…
…
今
尺
長
於
古
尺
幾
於
寸
、
樂
府
用
之
、
律
呂
不
合
、
史
官
用
之
、
象
失
占
、
…
…
故
宜
改
今
而
從
古
也
。
…
…
臣
以
爲
宜
如
奏
。」
⑬
時
太
廟
初
建
、
詔
普
位
一
等
。
後
以

承
詔
失
旨
、
改
除
之
。
上
表
曰
、
「
…
…
今
一
旦
更
以

思
文
不
審
、
收


之
詔
、
奪
已
之
施
、
臣
之
愚
心
竊
以
爲
不
可
。」
詔
從
之
。
料
⑫
は
、
將
作
大
匠
の
陳
が
地
中
か
ら
得
た
古
尺
を
め
ぐ
る
潘
岳
と
摯
と
の
論
爭
を
記
し
た
も
の
。
用
す
で
に
久
し
い
今
尺
を
古
尺
に
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
潘
岳
の
見
解
に
對
し
て
、
摯
は
、
人
が
「
律
に
依
り
分
を
計
り
て
、
以
っ
て
長
短
の
度
を
定
」
め
た
古
尺
の
正
確
さ
と
、
そ
れ
よ
り
も
寸
ほ
ど
長
い
今
尺
の
不
正
確
さ
と
を
對
比
し
、
書
の
見
解
の
り
古
尺
に
す
べ
き
こ
と
を
張
し
た
と
い
う
も
の
。
料
⑬
は
、
太
康
十
年
、
太
廟
の
完
を
っ
て
出
さ
れ
た
、
「
普
く
位
一
等
を
す
」
と
い
う
詔
を
、

が
旨
を
取
り
え
た
こ
と
を
理
由
に
撤
回
し
た
武
の
處
置
に
對
し
て
、
摯
が
す
で
に
出
さ
れ
た
詔
を
收
め
、
す
で
に

そ
そが
れ
た
施
し
を
奪
う
の
は
、
切
な
處
置
で
は
な
い
と
意
見
し
、
武
が
そ
の
意
見
に
從
っ
た
と
い
う
も
の
。
そ
も
そ
も
摯
は
、
武
期
の
太
康
年
以
、
禮
制
面
に
お
い
て
は
、
皇
の
信
任
が
極
め
て
厚
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
出
の
料
①
に
お
い
て
、
晉
の
禮
制
の
見
直
し
を
依
 さ
れ
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
摯
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
こ
で
示
さ
れ
た
摯
の
見
解
は
!て
承
"さ
れ
た
と
い
う
事
實
か
ら
も
、
そ
の
點
が
十
分
に
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
『
晉
書
』
卷
十
九
「
禮
上
」
、
卷
二
十
「
禮
中
」
、
卷
二
十
一
「
禮
下
」
に
は
、
禮
制
に
關
す
る
摯
の
獻
言
が
十
數
例
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
!て
が
「
詔
從
之
」「
於
是
從
之
」「
詔
可
其
議
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
の
承
"を
得
て
い
る
の
で
あ
る
（
#）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
摯
の
政
治
$影
%力
・
發
言
力
も
ま
た
、
傅
咸
と
同
樣
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
六
結
語
五
言
詩
&重
の
時
代
と
も
言
え
る
魏
に
比
べ
、
西
晉
に
お
い
て
は
、
傅
咸
と
摯
（
矢
田
）
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「
宮

樂
」
「
應
詔
・
應
令
」
「
答
」
の
分
野
で
、
再
び
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
四
言
詩
が
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
武
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
顯
に
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
儒
	理
念
に
基
づ
く
西
晉
の
政
治
方
針
に

動
し
た
現
象
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
西
晉
の
政
治
は
書
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の

書
に
、
「
答
詩
」
を
中
心
に
四
言
詩
の
創
作
に
意
欲
で
あ
っ
た
傅
咸
が
咸
五
年
頃
か
ら
太
康
六
年
ま
で
の
を
書
右
丞
、
太
康
十
年
か
ら
元
康
元
年
ま
で
の
を
書
左
丞
と
し
て
務
し
、
さ
ら
に
『
文
章
流
別
論
』
の
中
で
四
言
正
統
を
唱
え
た
摯
も
ま
た
、
太
康
年

に
書
と
し
て
書
に
務
し
て
い
た
。
傅
咸
の
書
右
丞
時
代
に
お
け
る
摯
と
の
接
點
に
つ
い
て
は
、
不
確
定
素
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
傅
咸
の
書
左
丞
時
代
に
お
け
る
摯
と
の
接
點
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
そ
の
事
實
が
確
さ
れ
る
。
し
か
も
兩
の
交
流
關
係
は
、
と
も
に
協
力
し
て
西
晉
の
禮
制
の
檢
討
に
從
事
す
る
な
ど
極
め
て
密
な
も
の
で
あ
っ
た
と
斷
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
か
ら
四
言
を
正
統
と
す
る
詩
歌
に
つ
い
て
も
、
兩
が
そ
れ
を
共
有
し
、
書
を
中
心
に
四
言
に
よ
る
創
作
活
動
を
積
極
に
推
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
從
來
、
傅
咸
や
摯
の
詩
を
は
じ
め
、
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩

行
の
現
象
に
對
し
て
は
、
魏
晉
六
期
は
五
言
詩
流
行
の
時
代
と
い
う
文
學
史
に
お
け
る
先
入
か
ら
か
、
「
時
代
錯
で
影
も
小
さ
い
」
と
い
っ
た
極
な
價
ば
か
り
が
下
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
書
在
任
時
の
傅
咸
は
、
「
皇
の
司
直
」
と
し
て
不
當
な
行
爲
に
對
し
て
は
、
相
手
が
高
位
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
容
赦
な
く
彈
す
る
な
ど
、
當
時
の
官
界
に
お
い
て
は
一
目
置
か
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
一
方
の
摯
も
ま
た
、
禮
制
に
關
す
る
獻
言
の
ほ
と
ん
ど
て
が
皇
に
擇
さ
れ
る
な
ど
、
當
時
に
お
い
て
は
故
實
關
係
の
 威
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
っ
た
（
!）。
以
上
の
よ
う
な
傅
咸
と
摯
の
政
治
面
に
お
け
る
實
績
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
詩
歌
創
作
の
面
に
お
け
る
彼
ら
の
影
力
も
ま
た
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
傅
咸
と
摯
の
例
か
ら
、
さ
ら
に
は
、
西
晉
の
と
り
わ
け
武

期
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
よ
う
な
四
言
を
正
統
と
す
る
文
人
た
ち
の
詩
歌
こ
そ
が
、
政
治

 力
、
皇
の
 威
を
後
ろ
盾
と
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
當
時
の
詩
壇
に
あ
っ
て
は
、
支
配
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
武
が
"く
な
り
、
暗
愚
と
稱
さ
れ
る
惠
の
世
に
な
る
と
、
賈
謐
を
中
心
と
し
た
文
學
サ
ロ
ン
に
お
い
て
は
、
な
お
も
引
き
續
き
四
言
優
勢
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
愍
懷
太
子
の
東
宮
に
お
い
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
80
て
は
、「
答
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
應
令
」
の
分
野
で
さ
え
も
五
言
の
作
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
再
び
五
言
優
勢
の
傾
向
を
見
せ
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
人
物
と
し
て
張
の
存
在
が
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
（
）。

（
１
）
有
三
言
四
言
五
言
六
言
七
言
九
言
、
古
詩
以
四
言
爲
體
。
…
…
夫
詩
雖
以
志
爲
本
、
而
以
聲
爲
	。
然
則


之
韻
、
四
言
爲
正
。
其
餘
雖
備
曲
折
之
體
、
而
非
之
正
也
。
（『
藝
文
聚
』
卷
五
十
六
「
雜
文
部
二
・
賦
」
引
）
（
２
）
の
ち
、
上
・
下
あ
わ
せ
て
、
題
を
「
「
摯
詩
」
論
」
と
改
め
、
氏
の
書
『
中
國
中
世
の
哀
傷
文
學
』
（
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
に
再
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
結
果
に
後
論
文
を
批

に
引
用
す
る
形
と
な
り
、
ま
た
氏
の
を
修
正
す
る
方
向
で
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
後
論
文
は
、
西
晉
の
四
言
詩
を
眞
正
面
か
ら
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
最
も
初
期
の
論
文
で
あ
り
、
ま
た
傅
咸
と
摯
と
の
接
點
に
つ
い
て
、
最
も
早
い
時
期
に
そ
れ
を
指
摘
し
た
論
文
で
あ
っ
た
と
い
う
點
に
お
い
て
、
高
く
價
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩

行
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
が
深
く
考
え
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
後
論
文
の
お
蔭
で
あ
る
。
（
３
）
拙
論
「
西
晉
五
言
答
詩
創
作
時
期
考
」（『
言
語
と
文
』
第
四
號
、
愛
知
大
學
語
學
育
究
室
、
二
〇
〇
〇
年
）
參
照
。
（
４
）
摯
は
、
四
言
こ
そ
が
詩
歌
の
正
統
と
唱
え
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
詩
形
に
つ
い
て
も
、「
備
曲
折
之
體
」（
（
１
）
參
照
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
面
に
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
摯
は
、
詠
わ
れ
る
容
や
分
野
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
傳
統
な
詩
形
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
唱
え
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
點
に
つ
い
て
は
、
『
文
章
流
別
論
』
の
他
の
箇
で
、
以
下
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
形
の
由
來
や
使
用
況
な
ど
を
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
古
詩
之
四
言
、
…
…
郊
廟
歌
多
用
之
。
五
言
、
…
…
樂
府
亦
用
之
。
六
言
、
…
…
樂
府
亦
用
之
。
七
言
、
…
…
於
俳
諧
倡
樂
世
用
之
。
古
詩
之
九
言
、
…
…
不
入
歌
 之
章
、
故
世
希
爲
之
。
…
…
（『
太
!御
覽
』
卷
五
八
六
「
文
部
二
・
詩
」
引
）
西
晉
の
詩
歌
は
、
五
言
詩
"重
の
魏
に
比
べ
、「
宮
#

樂
」「
應
詔
・
應
令
」
お
よ
び
官
僚
同
士
の
$で
や
り
と
り
さ
れ
る
「
答
」
の
分
野
に
お
い
て
は
、
%と
し
て
四
言
が
使
用
さ
れ
、
「
樂
府
」
「
雜
詩
」
「
詠
懷
」
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
は
、
%と
し
て
五
言
が
使
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
&合
に
、
詩
歌
の
容
や
分
野
に
よ
っ
て
、
詩
形
を
使
い
分
け
る
傾
向
が
'め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
武
(期
に
お
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
顯
で
あ
る
。
傅
咸
と
摯
（
矢
田
）
81
（
５
）
拙
論
「
西
晉
傅
咸
經
考
」
で
は
、
傅
咸
の
書
左
丞
就
任
を
太
康
九
年
と
推
定
し
て
い
た
が
、
本
稿
の
第
三
に
お
け
る
考
證
結
果
か
ら
、
太
康
十
年
に
入
っ
て
か
ら
の
可
能
性
の
方
が
高
い
と
斷
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
く
。
（
６
）
（
太
康
九
年
）
二
、
書
右
僕
射
・
陽
侯
胡
奮
卒
、
以
書
朱
整
爲
書
右
僕
射
。
（
７
）
陸
侃
如
『
中
古
文
學
	年
』（
人
民
文
學
出
版

、
一
九
八
五
年
、
下
冊
七
二
二
頁
）
。
摯
の
書
就
任
時
期
に
つ
い
て
、
陸
侃
如
氏
は
、
太
康
九
年
（
二
八
八
）
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
（
８
）
『
晉
書
』
卷
五
十
「

傳
」
に
、
太
康
三
年
（
二
八
二
）
に
き
た
齊
王
・
司
馬
攸
の
封
國
へ
の
赴
任
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
批
の
意
見
書
を
提
出
し
た

の
行
爲
に
對
し
て
、
書
の
朱
整
が
上
奏
文
を
提
出
し
て
批
し
た
と
い
う
記
が
見
ら
れ
る
。
（
９
）
（
太
康
）
十
年
四
、
…
…
丁
未
、
書
右
僕
射
・
廣
興
侯
朱
整
卒
。
（
10）
『
六
詩
人
傳
』（
興
膳
宏
、
大
修
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
卷
末
付
「
六
の
官
職
名
」（
礪
波
氏
執
筆
）
參
照
。
（
11）
『
中
國
官
制
大
辭
典
』（
兪
鹿
年

、
龍
江
人
民
出
版

、
一
九
九
二
年
）
參
照
。
（
12）
佐
竹
保
子
論
文
「
西
晉
の
出
處
論
―
皇
甫
謐
に
續
く
侯
湛
と
束

の
「
設
論
」
―
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
七
集
、
一
九
九
五
年
）
の
（
29）
に
も
、
す
で
に
同
樣
の
指
摘
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
「
摯

が
西
晉
王
の
故
實
關
係
の
威
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
13）
（
12）
參
照
。
（
14）
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
（
３
）

の
拙
論
に
お
い
て
も
、
そ
の
點
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
稿
を
改
め
て
確

し
て
み
た
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
82
